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閣
領
海
侵
入
の
責
任
者
に
対
す
る
経
済
制
裁
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
こ
と
が
歴
史
的
に
も
国
際
法
上
も
明
ら
か
な
尖
閣
諸
島
の
周
辺
の
領
海
に
、
中
華
人
民
共
和
国

（
中
国
）
の
公
船
が
我
が
国
の
主
権
を
侵
害
す
る
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
侵
入
し
、
実
力
に
よ
っ
て
現
状
変
更
を
試
み
る
事
案

が
頻
発
し
て
い
る
。
中
国
は
本
年
二
月
一
日
、
国
際
法
に
反
し
て
海
警
局
に
武
器
使
用
の
権
限
を
付
与
す
る
海
警
法
を
施
行
さ

せ
た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
国
民
の
憤
り
は
頂
点
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
お
尋
ね
す
る
。 

一 

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
外
為
法
）
は
、
我
が
国
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
閣

議
に
お
い
て
、
対
応
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
決
定
し
、
主
務
大
臣
は
、
所
定
の
経
済
制
裁
措
置
を
発
動
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
定
め
て
い
る
。 

 
 

し
か
ら
ば
、
領
海
侵
入
に
責
任
を
負
う
中
国
政
府
の
高
官
に
対
し
て
、
た
だ
ち
に
資
産
凍
結
等
の
経
済
制
裁
措
置
を
発
動

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

外
為
法
に
よ
る
資
産
凍
結
等
の
制
裁
措
置
は
、
海
外
の
金
融
機
関
が
我
が
国
に
設
置
し
た
支
店
や
出
張
所
等
の
営
業
所
に

も
適
用
さ
れ
る
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 



 

２ 

 

三 

外
為
法
に
よ
る
資
産
凍
結
等
の
措
置
は
、
対
象
者
が
実
質
的
に
支
配
す
る
法
人
や
、
実
質
的
に
所
有
す
る
親
族
名
義
の
資

産
に
も
及
ぶ
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。 

四 

金
融
機
関
は
、
法
人
の
顧
客
に
つ
い
て
そ
の
実
質
的
支
配
者
は
誰
か
調
査
し
、
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

る
か
。
ま
た
、
金
融
機
関
は
、
個
人
の
顧
客
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
人
物
で
、
ど
の
よ
う
な
取
引
目
的
を
有
し
て
い
る
か
、

資
金
の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
を
調
査
し
、
把
握
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
。
政
府
の
認
識
如

何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


